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●
─
─
─
─
─
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

新
た
に
建
設
さ
れ
た
南
部
町
新
庁
舎
は
、
平
成

28
年
（
２
０
１
６
）
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
役

場
庁
舎
の
あ
り
方
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
建
設
用
地
検
討
委
員

会
、
庁
内
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
庁
内
検

討
会
議
、
建
設
委
員
会
設
立
を
経
て
、
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）
に
は
統
合
庁
舎
建
設
基
本
計
画
書
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
年
５
月
に
は
基
本
・
実
施
設
計
業
務

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
を
設
立
し
、
８
月
に

業
務
の
設
計
者
を
特
定
。
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、平
成
31
年
（
２
０
１
９
）
１
月
に
基
本
設
計
が
、

令
和
元
年（
２
０
１
９
）５
月
に
実
施
設
計
が
完
成
。

11
月
18
日
に
は
地
鎮
祭
を
行
っ
て
本
体
工
事
に
入

り
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
３
月
19
日
に
竣
工
。

同
年
８
月
２
日
、無
事
に
開
庁
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

●
─
─
─
─
─

建
設
の
理
念
・
方
針

　

基
本
理
念
は
、﹃
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る　

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が
安

心
し
て
集
う　

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
﹄
と
し
、
基

本
方
針
は
﹁
１
.
気
軽
に
立
ち
寄
れ
利
用
し
や
す "

な
が
く
愛
さ
れ
る
庁
舎
"

南
部
町
新
庁
舎
の
完
成

●
─
─
─
─
─
小
特
集

新庁舎外観とプロムナード／町内にある古民家や南部曲がり屋にみられる漆喰
壁と、城下町の近代化により多くみられたレンガ壁をモチーフとした外観デザイ
ン。プロムナード（屋根付通路）は、雨雪から歩行者を守るだけではなく、ベ
ンチを設け、休憩や立ち話など気軽に利用できるようになっている。また、車寄
せとして一般車両のほか、路線バスや多目的バスにも対応している

いちょう広場／高さ20ｍのシンボリックな
イチョウの樹は、新庁舎のランドマーク
にもなっている

１階窓口／１階には町民の利用頻度の高
い窓口を集約し、利便性を高めている
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1 9 ───────新 し い 人 々

い
庁
舎
﹂﹁
２
.
効
率
的
で
機
能
性
の
高
い
庁
舎
﹂

﹁
３
.
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
な
庁
舎
﹂﹁
４
.
町

民
が
誇
り
と
愛
着
を
も
て
る
庁
舎
﹂
の
４
点
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
計
方
針
は
、﹃
地
域
が
つ
な
が
り
、
町

民
が
つ
な
が
る
、
集
う
"
な
が
く
愛
さ
れ
る
庁
舎
"

を
目
指
し
て
﹄
と
し
、﹁
１
.
南
部
町
の
風
土
に
根

差
し
た
町
民
と
共
に
つ
く
る
"
な
が
く
愛
さ
れ
る

庁
舎
"﹂﹁
２
.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
町
民
広

場
﹂﹁
３
.
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
庁
舎
﹂

﹁
４
.
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
ま
ち
育
て
の
起
点
と
な

る
庁
舎
﹂
の
４
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

●
─
─
─
─
─

建
物
の
特
徴

１
─
地
域
に
根
付
く
木
々
を
囲
ん
で
建
つ
庁
舎

　

な
が
く
こ
の
地
域
の
人
々
を
見
守
っ
て
き
た
ト
チ

の
樹
や
桜
の
並
木
、
高
さ
20
ｍ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

イ
チ
ョ
ウ
の
樹
を
残
し
、
庁
舎
に
取
り
込
む
こ
と

で
、
こ
の
地
域
の
歴
史
や
風
土
を
感
じ
ら
れ
る
庁

舎
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
─
南
部
町
の
風
土
に
よ
り
そ
っ
た

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
う
ま
れ
る
庁
舎

　

庁
舎
と
地
域
交
流
施
設
を
﹁
い
ち
ょ
う
ロ
ー
ド
﹂

で
つ
な
ぎ
、
い
ち
ょ
う
広
場
、
並
木
の
あ
る
町
民
広

場
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
創
出
す
る
空
間
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
芝
生
の
町
民
広
場
の
周
辺
は
屋
根
の

あ
る
テ
ラ
ス
や
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
囲
み
、
散
歩
や
休

憩
、
軽
運
動
な
ど
気
軽
に
利
用
で
き
る
空
間
と
し

ま
し
た
。

３
─
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

　
　

ま
ち
育
て
の

　
　

起
点
と
な
る
庁
舎

　

庁
舎
と
地
域
交
流
施
設

を
70
ｍ
の
﹁
い
ち
ょ
う
ロ
ー

ド
﹂
で
つ
な
ぎ
、
展
示
や

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
、
町
民

の
情
報
発
信
や
交
流
の
場

と
し
ま
し
た
。
２
階
に
は

開
放
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス
張

り
の
会
議
室
、
３
階
に
は

名
久
井
岳
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
広
々
と
し
た
テ
ラ
ス
を
設
け
、
自
然
に
交
流

や
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
空
間
が
随
所
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

４
─
南
部
町
の
歴
史
や
風
土
を

　
　

感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン

　

レ
ン
ガ
、
南
部
ア
カ
マ
ツ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
素

材
を
活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
風
格
を
も
た
せ
、
南

部
町
の
歴
史
や
風
土
が
感
じ
ら
れ
、並
木
や
イ
チ
ョ

ウ
の
樹
と
調
和
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

５
─
負ふ

か荷
低
減
に
配
慮
し
た
快
適
な
庁
舎

　

高
気
密
、
高
断
熱
、
高
効
率
な
機
器
を
採
用
、

冷
暖
房
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
季

節
ご
と
の
卓
越
風
を
考
慮
し
た
平
面
形
状
と
開
口

部
の
配
置
を
行
い
、﹁
い
ち
ょ
う
ロ
ー
ド
﹂
の
上
部

に
は
バ
ラ
ン
ス
式
自
然
換
気
窓
を
設
置
、
煙
突
効

果
を
利
用
し
た
自
然
に
空
気
の
流
れ
る
空
間
を
つ

く
る
ほ
か
、
執
務
室
に
は
輻ふ

く
し
ゃ射
式
床
冷
暖
房
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
空
気
の
ム
ラ
、
ド
ラ
フ

ト
感
を
低
減
し
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
動
線
や
平
面
、
景
観
・
立
面
、

防
災
、
環
境
配
慮
な
ど
、
細
部
に
至
る
ま
で
緻ち
み
つ密

な
設
計
・
施
工
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

３階展望テラス／南西方向に名久井岳を
望む展望テラスは、町のＰＲスポットに
もなるように計画されている

いちょうホール／遮音性に優れた可動
間仕切りにより、２分割利用も可能

３階議場／議場内の腰壁に県
産材の南部アカマツを使用

２階庁議室から下の吹き抜けを望む

いちょうロード／庁舎と地域交流
施設（いちょうホール・実習室・
町民室・和室など）を結ぶ70ｍの
通路


